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初級中国語の教授および家庭学習指導試案  
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0．はじめに   
筆者は、1994年度本学就任以来、中国語の教学経験は6年度目になるが、本学外国語  




ある。   
1．授業および参考テキストに関する概況  
1．1授業に関する概況   
本学外国語学部中国語学科1年次配当の初級中国語授業は、以下の如くである。  
前期：「中国語演習：基礎1a」週2コマ（1コマは90分）で半年間（計24コマ前後）  
「中国語演習：会話1a」週2コマ（同 上）で半年間（同 上）  
後期：「中国語演習：基礎1b」週2コマ（同 上）で半年間（同 上）  
「中国語演習：会話1b」過2コマ（同 上）で半年間（同 上）   
筆者は、中国語学科2クラスのうち、同一の1クラスを対象に、前期「中国語演習：基  
礎1a」および後期「中国語演習：基礎1b」を担当した。   
教室はLL教室（定員56名）を使用し、学生数は前期27名（うち1名は再履修の2年  
次生）、後期28名（うち2名は再履修の2年次生）であった。   
1．2参考テキストに関する概況   
テキストは、そのままの形では使用せず、市販のものを参考にして筆者がプリントを作  
成し、用いた。   
4～5月上旬の発音入門期には、主に『語法ルール66』（相原茂著，朝日出版社）の「中  







1つ目のスキットにはビデオ映像が付されており、2回ずつ録画されている。   
全てのスキットに模範朗読テープが付されており、1つ目のスキットはゆっくりした速  
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度でのみ、2～4つ目のスキットは1回目がゆっくりした速度で、2回目が普通の速度で、  
それぞれ録音されている。   
原則的に1回の授業で1課を終えるペースで進んだが、授業回数の制約上、全ての課を  
学習することはできなかったので、1999年度は、第1部は全課を、第2部は第8課まで  
の全課と第10・12課を、第3部は第2・4・5・9課を、それぞれ学習した。   
本稿では、発音入門を終えた段階以降について述べる。   
2．授業内容  
2．1通常の授業   
以下2・1・1～2・1・9で、通常の授業の内容を、血コマの時間的順序に従って紹介する。   
－コマ全体のタイムテーブルは、課によって多少異なるが、概ね以下の如くである。  
メニュー   所要時間  累計時間   
1．前回の課題の反省   5分   5分   
2．本文模範朗読テープ   5分   10分   
3．語句   10分   20分   
4．文法   10分   30分   
5．スキットのビデオ   1分＊   31分   
6．本文   30分   61分   
7．個人発音練習   10分   71分   
8．ペア発音練習   5分   76分   
9．日文中訳口頭練習   5分   81分   
（予備）   9分   90分  
＊本文1つ目のスキットを学習する前・後の2回を合わせた時間。  




exl・介詞句は、文末に置くのではなくて、動詞句の前に置きます。   
ex2・「着」は、中国の簡体字では「着」で、日本の漢字より1画少ないです。  










1． 竜巻  b哀ba  
2． A和B  A hさ B  
3， 娼娘  m哀ma  
4． 今天  ＝n＝an  
5． A的B  Åde B  
6． 薗包  mi去nb云0  
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プリント例②『文法プリント』   
教員が説明しながら、学生の名前を書いたカードを使ってランダムに4）、一例につき一  
人ずつ指名して例文を発音させ、教員が発音し、学生全体で発音し、指名された学生が日  




2．1．5スキットのビデオ   
本文1つ目のスキットに付されているビデオ映像を、まず一通り見せる。学生は、1回  
計は何を言っているのかほとんど聴き取れないであろうが、映像を見ることによって、ど  
のような場面でどのような会話がなされているのか、推測することは可能であろう。   
後述2、1．6で1つ目のスキットを訳し終わった後、2回目を見せる。内容がわかったと  
ころで見る2回目は、かなりの部分が聴き取れるはずである。  
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きi主 shもd豆n  
倍 事 尊  
氏 口 □  
Ⅹuさsheng：  
学 生：  




ng d豆nzit   
典子   
□ □  
、??????．‖?????．．????
職 員：   
Ⅹuさ5heng：Tiまnh孟ole，Zh主Yang X  
学 生：墳好 了，迭 梓  
甘 口  F［コ ロ 回 国  
［コ  





zhiYu孟n：ChムIe sh云ming  
駅 員：除了華 名  
貫＋臼＋E＝〕⊂コ E   
職 員：  
、??????????????????
o b昌mingziti孟nshang．   
把 名字 墳 上。  
［コ ヨ ロ  日 ［1   
日  
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2．1．7個人発音練習   









2，1．8ペア発音練習   
2～3回り個人練習を終えたところで、ブースを2つずつつなぎ、学生はAさん・Bさ  
んの如く役割を決めて、ペア練習する。時間に比較的余裕がある時は、ペアを変えて別の  
相手とペア練習させる。   
ペアの相手の発音を聞いていて、良くない箇所に気づいたら、お互いにその場で指摘さ  
せる。どこかが良くないことはわかるが、どこがどう良くないのかわからない場合は、教  
員に質問させる。   
この練習により、他人の発音ではあるが、模範朗読以外の発音を客観的に聞く機会が持  
て、模範朗読とどう違うかを聞き分ける力がつき、更には、自分はどうかと内省するきっ  




2．1．9 日文申訳口頭練習   
授業の最後に、仕上げとして、日本語から中国語に訳す練習をする。授業中の発音練習  
だけでは、当然のことながら全てを正確に記憶するのは難しいので、忘れた箇所は本文を  
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見ながらでも致し方ないが、できるだけ見ずに挑戦してみるように指導する。   
教員が本文の日本語訳を一文ずつ言い、学生たちが中国語を言うのと同時に教員も中国  
語を言う。前期は大部分の学生が、ほとんど見ながらでしか言えなかったが、後期はかな  
りの学生が、見ずに言えるようになってきた。   
この練習により、最終的にはここまでスラスラ言えるようになろう、という目標を学生  
に意識させることができる。  
2．2復習の授業   
3～4課進む毎に1回、その3～4つの課に出て来た文法的ポイントを含む文を中心に、  





ンインの綴り」を密接につなぐことができる。   
次に、学生に、「ピンイン」を見て「簡体字の漢字」（以下、「漢字」とする）を書かせる。  
教員は、黒板の、先ほど番いた「ピンイン」の下に「漢字」の解答を書いて、答え合わせ  
させる。   
最後に、学生に「日本語訳」を書かせる。教員は、黒板の「漢字」の下に「日本語訳」  
の解答を番いて、答え合わせさせる。この際、文法的なポイントは再度説明する。   
この練習によって学生は、「音声」→「ピンイン」→「漢字」→「日本語訳」という、中  
国語を聴き取る時に行われる変換を、ゆっくりながら確実に練習することができる。   
一通り答え合わせが終わったら、今度は、まず黒板に書かれている「ピンイン」・「漢字」・  
「日本語訳」のうち「ピンイン」に注目して言わせ、次に「ピンイン」の行を消して「漢  
字」に注目して言わせ、最後に「漢字」の行も消して「日本語訳」だけを見て言わせる。   
この練習によって学生は、「日本語訳」→「漢字」→「ピンイン」→「音声」という、中  
国語の文を言う時に行われる変換を、ゆっくりながら確実に練習することができる。  
2．3中国語の歌の授業   






たらされる7）。   
「日本語原曲」を敢えて用いるのには、次の二つの理由がある：   
①旋律は耳慣れているので新たに覚える必要がなく、歌詞の発音にほぼ専念できる。   
②中国語を習っている自分たちは、日本語原版のほかに中国語版も歌える、というささ   
やかな優越感を抱かせることができ、今後の学習意欲の向上が期待できる。  
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プリント例④『ピンイン付き中国語歌詞カード』  
qing bもzi‖n【ChさnHuilin】8）  
憶 不自禁【除 慧 琳】  
（A11tOmatic【宇多田ヒカル】）   
Ican’thelpbutfbelalive，yeahyeah！   
T†ng dさngdまin盲de 5hさngv盲n，Ⅹi去ng Yige w義ngjile 5hijほn  







ii孟nd豆n d左o wdf左 jiさshi．  
筒単 到 充法 解繹。  
「日本語原曲中国語（北京語）版」テープの練習する曲を、教卓側マスターから各ブー  
スへダビングする。その際、同時にルームスピーカーからも流し、学生は『ピンイン付き  
中国語歌詞カード』（プリント例④参照）を目で追いながら、一通り聴く。   
一文につき一人ずつ指名して発音させ、教員が発音し、学生全体で発音する。   
学生はマイク付きヘッドセットをかぶり、各ブースの「再生」・「停止」・「巻き戻し」な  
どのボタン操作を行い、テープの後について自分の発音をヘッドフォーンでモニターしな  
がら、各自のペースで個人練習する。   
教員は、教卓側から各ブースをモニターし、大多数の学生が上手く歌えない箇所につい  
ては、教卓側と全ブースをつないで全体指導する。ある特定の学生が上手く歌えない箇所  
については、そのブースとつないで個別に指導する。   
ヘッドセットをはずし、テープを流しながら全員で一緒に歌う。  
2．4課外発音指導   
週に1度、学生たちの空き時間に、5人ずつ筆者の研究室に呼び、その週に学習した課  
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3．家庭学習  
3．1本文   
3．1．1藩くことを中心とする練習   
初級の段階では、文法的な「ものさし」として、ある程度盈の正しい文を記憶し、頭に  












違った箇所を訂正して覚え直す。   
次に、訂正された「日本語訳」の行を見て、発音しながら「ピンイン」の行だけを、そ  
の課の最初から最後まで埋める。『授業用プリント』を見てチェックし、間違った箇所を訂  
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先に書く練習をすると、会話に直結し、非常に実践的である。   
最後に、「ピンインjの行を見て、発音しながら「簡体字の漠字」の行を、その課の最初  
から最後まで埋める。『授業用プリント』を見てチェックし、間違った箇所を訂正して覚え  









狭く書かれようが関係ないのである。   
この練習により、学生は必ず一通りは自分で本文を書くことになる。また、教員がもう  
一通りチェックし直すことで、学生は自分では気付かなかった間違いを指摘してもらえる。  
3．1．2聞くことを中心とする練習   
「模範朗読テープ」を一文ずつ停めて、一文ずつ発音しながら、ノートなどに「ピンイ  
ン」と「簡体字の漢字」で書き取る。『授業用プリント』を見てチェックし、間違った箇所  
を訂正して覚え直す。   
この練習により、2．2同様、学生は、聴覚的な「聞こえる感じ」と視覚的な「ピンイン  
の綴り」を密接につなぐことができる。  
3．1．3言うことを中心とする練習   
まず、「模範朗読テープ」（以下、「テープ」とする）を一文ずつ停めて、『授業用プリン  
ト』を見ながら発音する。   
次に、「テープ」を停めずに、『授業用プリント』を見ながら発音する。   
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昧もわかりながら言えているように、意識する。   
この練習により、かなりの速度で中国語の文を言えるようになる。   
3．2作文ドリル   
『作文ドリルプリント』（プリント例⑥参照）は、その課で出て来た文法事項や語句を入  
れ替えて、本文とは異なる文を作文することを目的とする。  
プリント例⑥『作文ドリルプリント』   
学生は、一通りやった後、配布されている模範解答を見て、自分で答え合わせし、間違  
った箇所を覚え直す。ここでも、まず「ピンイン」の行から埋め、それから「漢字」の行  
を埋めるのは、言うまでもない。   
この練習により、記憶した本文をベースに、語句を入れ替えて、新しい文を作るという  
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表：  暴：  
YOu ●‥   
〔動〕‥・がある   
○  有‥・  
表→裏（漢→ピ・日）、裏→表（ピ→漢、日→湊）が正確にできるようになるまで練習し、  
終わったら「ピンイン」のアルファベット順に並べて溜めていく。   
「…」を無視せずに、「ナニナニ」と読むように指導する。「Y∂uナニナニ」で「ナニナニ  
がある」と口に出して言うことで、中国語と日本語とで語順が異なるものについては、そ  
れをはっきりと認識できるからである。   
4．反省と今後の課題   




るだけ授業中に達成して帰ってもらう。   
今後の課題として現在考えていることを、以下に挙げる。   
①1コマの中で、「中国語」→「日本語」という方向の翻訳にかかる時間が圧倒的に長く、  
逆に「日本語」→「中国語」という方向の翻訳にかけられる時間が短い。   
②家庭学習でしっかり復習してくれる学生ばかりとは限らないし、しっかり復習してい  
る学生にとっても、できるだけ授業中に記憶する時間を確保してやることが望ましいが、  







た。   
2）2．1．4や2．1．6では、学生の名前を番いたカードを使ってランダムに指名するが、この節で後述する   
ように、語句は新出のものに限らず、既出のものも出て来る度に原則として全て挙げてあり数が多いの  
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で、時間節約のため、筆者はここでは座席順に発音させ、一々名前を呼ばない。  
3）「我・弥・他・喝」など、余りにも基本的なものは除く。  
4）山河りしたら、次回指名されるタイミングを学生に予測させないために、カードをシャッフルして   
用いる。尚、『語句プリント』を座席順に発音する時を含めると、1コマあたり、血人平均3～4回当た   
ることになり、1コマを通して適度な緊張感を保つことができる。  
5）第3声は、単独で発音されて音節末の上昇を伴う場合は、音節末が上昇する分だけ第1・2・4声よ   
りやや長いので、「［コ」からはみ出して「n」の如く表わし、音節末の上昇が失われて所謂「半3声」   
に発音される場合は、第1・2・4声と同じぐらいの長さになるので、「こ‡」の如く表わした。   
第3声の調値は、「214」ないしは「213」とされることが多いが、音節前半の「微降」は音韻論的に   
無意味なので、音節の出だしの調値を「1」とした。   
第2声は、音韻論的には「昇調」でありさえすれば、他の3つの声調と区別できるのであるが、特に   
初心者にとっては、単独で発音されて音節末の上昇を伴う場合の第3声と区別が紛らわしいようなので、   
第2声の方は、出だしを真ん中ぐらいの高さとし「鷺」の如く表わし、第3声の方は、「低平」の後、   
音節末の上昇が目立たないように表わした。   
擬声の調健は、第1・2・3・4声の後で全て異なるとする説や、「第1・2声の後」・「第3声の後」・「第   
4声の後」の3種に分ける説などがあるが、筆者は、「第1・2・4声の後」は「低」（0）、r第3声の後」   
は「高」伴）、という2種のみに分ける。  
6）ここの「像」は、読まれる速度によって調値が異なり、比較的遅く読まれて「酌の後にちょっと   





10）トn／∵喝」は、理想を言えば、本来、発音の違いによって溶き分けられるべきなのであるが、日   
本人の中国語学習者は往々にして発音の上で正確に区別できないので、少なくとも「ピンイン」を番く   
時には、正確に区別できるようにという、一種の方便である。   
尚、日本漢字音のトン／－イ・ウ」の区別が、中国語皆のトn／wng」に、ほとんど例外なく対   
応していることを、方便として教えている教員も少なくはないであろう。  
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